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アメリカの国立公園局で、General Management Plan 基本管理計画を定めるためのフレームワ

ークで、収容力の概念を公園計画に反映させることを意図したもの。第２段階の「公園の目的、

重要性、将来目標またはテーマ設定」が、ゾーニングや管理方策を選択し、モニタリングを行う

基本事項となっている。 

 

公園の目的：なぜ国立公園として指定されたのか。 

公園の重要性：何がその地域をユニークにしているのか。 

公園の将来目標：管理によって目指すべき将来の状況 

 

例えば Zion National Park の基本管理計画書では、 

この公園の目的は：渓谷を創造した自然のプロセスを保全する。 

   アメリカ先住民の考古学的遺産を保全する。 

   科学的調査やレクリエーション利用のために手つかずの自然を守る。 

   孤独から、込み合った観光利用まで多様な体験を提供する。 

この公園の重要性は：世界でもっとも高いところにある砂岩の峡谷 

    渓谷をけずってコロラド平原をながれるヴァージン川 

    渓谷地形に依存する数多くの動植物のすみか 

    アメリカ先住民の遺跡、モルモン教徒の居住地であった 

この公園の将来目標は：利用者に Zion の教育的、レクリエーション的な機会を提供する 

     動植物が健全な状態で維持される。 

     文化的資産の持続的利用 

     公園の目標を達成するために、関係者のパートナーシップを確立 

あるべき姿とは、自然環境と利用上の特徴を整理し、本来の姿、守るべきものを明確に記述 

公園基本計画(Gene ral Ma nag em en t Pla nning ) 公園管理

１．学際的プロジェクトチームの編成

２．公園の目的、重要性、環境教育テーマの設定

３．自然資源と利用体験の地図化と分析

４．望ましい自然資源と社会状況の
　　スペクトル（または、範囲）の設定
　　（潜在的管理区域のゾーニング）

５．計画案と代替案における区域のゾーニング

６．自然環境と利用体験の
　　評価指標の選定と、
　　各区域毎の水準の設定

７．望ましい状態と
　　現状との比較

８．望ましい状態と現状との間に
　　不一致を生じさせている原因の確認

９．望ましい状態と
　　現状との不一致を
　　扱う管理方策の
　　の開発と洗練

公園基本計画の改訂

モニタリング指標の再評価、必要時は変更

Hof  et al.( 1 99 4 ) より作成


